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「ネットワーク図」

作成事例集

【【【【「「「「ネットワーク図」の基本的な作成方法】ネットワーク図」の基本的な作成方法】ネットワーク図」の基本的な作成方法】ネットワーク図」の基本的な作成方法】

①学習の対象である社会的事象の事象やそ

こにかかわる人々（「自分」を含む）を

『黄』の付箋紙に書いて台紙に貼り、そ

れらがどのようにつながっているかを考

え、矢印で結ぶ。

②具体的なつながりである、事象間でやり

取りされるものを『青』の付箋紙に書い

て、矢印の付近に貼る。

③自分を含めた社会的事象にかかわる人々

の思いや願いを考え、『赤』の吹き出し

型の付箋紙に書いて、事象やかかわる人

々の付近に貼る。

社会的事象イ

○○○について○○○について○○○について○○○についてのののの学習学習学習学習

つながり

自分や家族

社会的事象ウ

社会的事象ア

つながり

つながり

つながり

つながり

多くの人々
つながり

社会的事象イ

○○○について○○○について○○○について○○○についてのののの学習学習学習学習

つながり

自分や家族

社会的事象ウ

社会的事象ア

つながり

つながり

つながり

つながり

かかわる
人々の思
いや願い

かかわる
人々の思
いや願い

かかわる
人々の思
いや願い

かかわる
人々の思
いや願い

多くの人々

かかわる
人々の思
いや願い

つながり
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①３年生の「地域の生産や販売」の学習の「追究する」過程における、

商店の工夫について考える際の作成例

ここではまず、原材料や商品を他地域から仕入れていることや様々な宣伝を消費者に対

して行っている、といった商店の仕組みを「ネットワーク図」に表します。そうすること

で、商店での販売にかかわる人々のつながりを意識することができると考えます。

そして、「ネットワーク図」に表したことを基に、商店で働く人々の立場に立って思い

や願いを考えることで、販売にかかわる人々のいろいろな工夫について気付くことができ

るのではないか、と考えます。

さらに「まとめる」過程では作成した「ネットワーク図」を活用し、販売者側の工夫と

関連付けながら、自分を含めた消費者側の立場に立って思いや願いを考えることで、地域

の商店が自分たちの生活を支えていることに気付くことができるのではないかと考えま

す。

スーパーマーケットのひみつスーパーマーケットのひみつスーパーマーケットのひみつスーパーマーケットのひみつ（（（（３３３３年）年）年）年）

スーパーマーケット

たくさんのお客さん自分や家族

いろんなしゅるい
のものをたくさん
用意して
あげたい

安くておいしい
食べ物が
ほしい

店の品物をせ
んでんして、た
くさんの人に
きてもらおう

産地 産地産地

肉
野菜

魚

せんでん
のチラシ

まとめていろいろな
食べ物が買えたら
べんりだな
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②４年生の「地域社会における災害及び事故の防止」の学習の

「追究する」過程における、関係する諸機関の連携について考える際の作成例

ここではまず、災害や事故が起こった際に関係の諸機関が連携して、緊急に対処する体

制の仕組みを「ネットワーク図」に表します。そうすることで、緊急時には多くの場所や

人々が互いに協力しながら、その対処にあたっていることが視覚的にとらえやすくなると

考えます。

そして、「ネットワーク図」に表したことを基に、かかわる人々の思いや願いを考える

ことで、なぜこのような体制をとっているかについて気付くことができるのではないか、

と考えます。

この作成例は、事故や災害が起きたといった、緊急時の対処の仕方を表したものですが、

例えば火災を取り上げた場合には、消防署を中心に関係の諸機関が様々な火災に対する備

えをしていることや火災予防の活動を行っていることを「ネットワーク図」に表し、それ

を基にかかわる人々の思いや願いを考えることで、関係機関が地域の人々と協力して火災

の防止に努めていることに気付くことができる、といった活用方法もあると考えます。

火事火事火事火事ががががおきたらおきたらおきたらおきたら（４年）（４年）（４年）（４年）

つうしんしれい室

消ぼうしょ
けいさつしょ

消ぼうだん

市役所
電力会社

びょういん

ガス会社

自分や家族 地いきの人

通報

火事の
れんらく

火事のれんらく

火事の
れんらく

ひがいが
大きくなら
ないように
したい

けが人の
手当をしな
ければ

はやく火を
消してほしい

すぐに消火
にむかおう

火事の近く
のガスを止
めないとあ
ぶない

すぐに消火
にむかおう

火事のれんらく
火事のれんらく

火事のれんらく
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③４年生の「飲料水の確保」の学習の「まとめる」過程における、

これからの水資源の活用について考える際の作成例

ここではまず、学習内容を振り返り、わたしたちが利用している飲料水は川や湖の水が

浄水場によってきれいにされたものであること、わたしたちが出した生活排水は下水処理

場によってきれいにされ、また川や湖に流されていることを「ネットワーク図」に表しま

す。そうすることで、多くの人々のかかわりの基で飲料水の確保がなされていることに気

付くことができると考えます。

そして、「ネットワーク図」に表したことを基に、かかわる人々の思いや願いを考え、

それらを比較したり関連付けたりすることで、児童はこれから水資源をどのように利用し

ていったらよいかを多角的にとらえながらまとめることができるのではないか、と考えま

す。

大切な水のため大切な水のため大切な水のため大切な水のために（４年）に（４年）に（４年）に（４年）

これから水を使うときに気を付けたいことこれから水を使うときに気を付けたいことこれから水を使うときに気を付けたいことこれから水を使うときに気を付けたいことは何かは何かは何かは何か

下水しょり場じょう水場

川や湖

地いきの人自分や家族

飲めるように
なった水 よごれた水

きれいに
した水

自然の水

人々が安心
して使える水
を送りたい

きれいで
安全な水を
飲みたい

川や湖をよ
ごさないよう
にしたい

必要なときに、
いつでも水を
使いたい

わたしたちが安心して水を使えるようにするため、たくさんの人が働いていることが分か
りました。これからは、流しっぱなしにして水をむだにしないようにしたり、あまり水をよご
さないように気を付けたいと思います。



- 資料 17 -

④５年生の「我が国の食料生産」の学習の「まとめる」過程における、

これからの食料生産の在り方について考える際の作成例

ここではまず、学習内容を振り返り、わたしたちの主な食料は地域の生産者からだけで

なく、国内の様々な地域や外国で生産されたものが送られてくることを踏まえ、安全・安

心な食料を手に入れるための仕組みについて考え、「ネットワーク図」に表します。

そして、多くの人々のかかわりの基でわたしたちの食生活が支えられていることを意識

しながら、「ネットワーク図」に表したことを比較したり関連付けたりすることで、児童

はこれからの食料生産はどうあるべきかを多角的にとらえながらまとめることができるの

ではないか、と考えます。また、自らよりよい食料生産の在り方について考えることで、

社会的事象と自分の生活とのかかわりの実感を深めることができるのではないか、と考え

ます。

自分や家族

消費者

地域の農家

他の地域や外国

販売店

これからの食料生産（５年）これからの食料生産（５年）これからの食料生産（５年）これからの食料生産（５年）

これからのこれからのこれからのこれからの食料生産にとって食料生産にとって食料生産にとって食料生産にとって大切なことは何か大切なことは何か大切なことは何か大切なことは何か

生産物

生産物にかか
わる情報

商品
（生産物） 安全でいろい

ろな種類のも
のを食べたいよいもの

を作って、
たくさん
食べてほ
しい

お客さんに
安心して買い
物をしてほ
しい

消費者は販売店消費者は販売店消費者は販売店消費者は販売店やややや生産者から生産物をどのように育てたかなどについて確かめることが生産者から生産物をどのように育てたかなどについて確かめることが生産者から生産物をどのように育てたかなどについて確かめることが生産者から生産物をどのように育てたかなどについて確かめることが
できたり、生産者が今後の生産に生かすことができるようにできたり、生産者が今後の生産に生かすことができるようにできたり、生産者が今後の生産に生かすことができるようにできたり、生産者が今後の生産に生かすことができるように消費者の声を聞いたりするこ消費者の声を聞いたりするこ消費者の声を聞いたりするこ消費者の声を聞いたりするこ
とができる仕組みを作りとができる仕組みを作りとができる仕組みを作りとができる仕組みを作り、互いの生活をよりよいものにする。、互いの生活をよりよいものにする。、互いの生活をよりよいものにする。、互いの生活をよりよいものにする。

生産物にかか
わる情報

生産物にか
かわる情報

生産物
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⑤５年生の「我が国の工業生産」の学習の「追究する」過程における、

貿易や運輸が果たす役割について考える際の作成例

ここではまず、原料や工業製品がどのように運ばれているかを「ネットワーク図」に表

します。ここでは、原料や工業製品などをどのような手段で輸送しているかということも

重要であると考え、それらを緑の付箋紙に書いて矢印の付近に貼る、という方法を取り入

れました。そうすることで、原料や工業製品の輸送の際には様々な手段が用いられている

ことを理解することができると考えます。

そして、「ネットワーク図」に表したことを基に、かかわる人々の思いや願いを考える

ことで、このような運輸の働きが工業生産を支えていることについて気付くことができる

のではないか、と考えます。

これは、工業生産の学習だけでなく、農業や水産業における運輸の果たす役割を考える

学習の際にも活用できるのではないか、と考えます。

消費者のもとにとどく自動車（５年）消費者のもとにとどく自動車（５年）消費者のもとにとどく自動車（５年）消費者のもとにとどく自動車（５年）

自動車工場

販売店Ａ

消費者自分や家族

外国Ｃ

外国Ｂ外国Ａ

原材料 原材料

飛行機

自動車

飛行機

キャリアカー

船

自動車を作るの
に必要な原料を
速く確実に手に
入れたい

早くお客を
喜ばせて
あげたい

自動車が
早くとどくと
いいな

日本の性能
のよい車が
ほしい

販売店Ｂ

自動車
早く新しい
車に乗りた
いな

自動車
船

船

自動車

たくさんの車を
効率よく運び
たい
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⑥６年生の「我が国の政治の働き」の学習の「追究する」過程における、

三権分立について考える際の作成例

ここではまず、立法権をもつ国会、行政権をもつ内閣、司法権をもつ裁判所のかかわり

とそれら三権と国民とのかかわりを「ネットワーク図」に表します。そうすることで、三

権が相互に関連し合っていることや国民の意見を政治に反映させる仕組みについて理解す

ることができると考えます。

そして、「ネットワーク図」に表したことを基に、かかわる人々の思いや願いを考える

ことで、国民主権と関連付けながら、政治の大切な役割は国民生活の安定と向上を図るこ

とであることについて気付くことができるのではないか、と考えます。

三権分立三権分立三権分立三権分立（６年）（６年）（６年）（６年）

自分

国民

内 閣 裁判所

国 会

衆議院の
解散権

総理大臣の指名

裁判官の
裁判を行う

最高裁判所長官を指名

憲法違反がないか審査

世論
国民審査

選挙
憲法違反が
ないか審査

だれに対
しても公平
な裁判を行
いたい自分たちの考え

を示して、生かし
てもらいたい

日本がよりよい
国になるような話し
合いを行いたい

国民が安
心して生活
できるよう
にしたい
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⑦６年生の「世界の中の日本の役割」の学習の「まとめる」過程における、

これからの国際交流の在り方について考える際の作成例

ここではまず、学習内容を振り返り、日本は様々な国と貿易を行っていることを「ネッ

トワーク図」に表します。また、貿易に限らず、文化やスポーツの交流を具体的なやり取

りとして取り上げることもできると考えます。そうすることで、日本と経済や文化などの

面でつながりが深い様々な国があること、また、それらの国には日本とは異なる様々な文

化や習慣があることを理解することができると考えます。

そして、「ネットワーク図」に表したことを基に、日本とつながりの深い国の人々の思

いや願いを考え、それらを比較したり関連付けたりすることで、異なる文化や習慣を互い

に認め合うことが大切であることやこれからの交際交流をどのように行っていったらよい

かを多角的にとらえながらまとめることができるのではないか、と考えます。

世界の未来と日本の役割世界の未来と日本の役割世界の未来と日本の役割世界の未来と日本の役割（６年）（６年）（６年）（６年）

日本

サウジアラビア
韓国

中国アメリカ

国民自分

外国の人々と共に生きていくために大切なことは外国の人々と共に生きていくために大切なことは外国の人々と共に生きていくために大切なことは外国の人々と共に生きていくために大切なことは

石油
日本のよさを生かし
ながら、いろいろな国
と交流を図りたい

日本とはいろいろな面
で協力していきたい

日本は
近い国な
ので、仲
良くしたい

日本の
性能の
よい車
がほしい

日本の高い
技術を学び
たい

世界の国々には、様々な自然や歴史があり、それぞれのくらし方があることが分かった。
多くの国が豊かになるように、互いのちがいを認め合って協力しながら、貿易や文化の
交流を行っていくことが大切である。

電子
部品自動車

電気機械
電子部品

自動車 電子部品

電子部品


